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PROFILE
＊おひさま農園 久保 佑樹（Kubo Yuki）

＊農業歴（有機農業歴）：１年

＊栽培品目：なす、水菜、オクラ、 トマト等
＊経営面積：８０a

＊販売方法：個人宅配、保育園給食、道の駅

＊有機農業に取り組んだきっかけ
全国各地の農業に触れ、豊かな土や水で育っ
た野菜の魅力に取り憑かれました。自分も人に感
動を与えられる野菜を作りたいと思い立ち、せっ
かくなら化学農薬や化学肥料に頼らない方法で
栽培した野菜を消費者に提供したいと考え、日々
勉強しながら有機栽培に取り組んでいます。

＊取り組んでいる有機農法
酵母菌を活用した土壌改良と太陽熱養生処理
マルチシートを活用した土壌消毒及び防草に取り
組んでいます。

取材日：令和３年10月４日
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酵母菌を活用した土壌改良

<作り方>

①酵母菌に水、砂糖を加えて、そのまま１日放置

して発酵を促す。

②十分に発酵した酵母菌を100倍に希釈して畑

に散布する。

③更に米ぬか、牛ふん堆肥を散布することにより

土壌微生物の活動が活発化になり土壌が柔らか

くなる。

深さ30㎝程だった土壌
が、酵母菌を散布する
ことによりフカフカに
柔らかくなります。散
布後の畑に棒を刺すと
１ｍ15㎝の深さまで潜
りました。

<材料>

・酵母菌・・・20ｇ

・水・・・２ℓ ※水温は30度に保ちます。

・砂糖・・・100ｇ

・米ぬか、牛ふん堆肥（※必要に応じて）
１ｍ

土の作り方～酵母菌使用～
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太陽熱養成処理マルチシートを活用した土壌消毒及び防草

<使い方>

①播種前、太陽熱養生処理のマルチシート

（透明なビニールシート）を畝にかぶせる。

②雑草の種子を熱（積算温度で600～900度）で

処理していく。（処理期間は7月の場合、約１ヶ月）

③処理終了後、マルチに真ん中からカッターで切

り込みを入れ、通路に被せて通路も雑草が生えに

くい状況にしていく。

<使用する資材>

・太陽熱養生処理マルチシート

・カッター

⚠ 注意点 ⚠

通路に被せたビニール
シートが風で飛ばされ
ないように、土を被せ
て重しの代わりにしま
す。

僅かなビニールシートの切れ目
から雑草が生えてきています。

太陽熱養生マルチシートの使い方

効果があるのは地表から5cm
程度までの雑草です。スギナや
スベリヒユには効果がありません。
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